
答
　
身
の
丈
に
あ
っ
た
事

業
を
見
極
め
て
、
財
政
を

悪
化
さ
せ
な
い
よ
う
に
し

て
い
く
。

問　

経
常
収
支
比
率
を
下

げ
る
方
策
は
。

答
　
義
務
的
経
費
を
下
げ

る
の
は
難
し
く
、
必
要
事

業
を
見
極
め
て
、
公
債
費

の
借
り
入
れ
を
可
能
な
限

り
圧
縮
し
て
い
く
。

各
部
局
の
審
査

総
合
政
策
部

○�

地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
交
付
金
事
業

問　

か
ね
て
か
ら
議
論
さ

れ
て
き
た
、
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
と
区
・
自
治
会
と

の
役
割
分
担
の
明
確
化
は
。

答
　
区
長
会
で
、
平
成
29

年
度
に「
区
の
あ
り
方
検

討
部
会
」
の
設
置
検
討
を

行
い
、
平
成
30
年
度
に
設

置
し
、
す
で
に
３
回
開
催

し
た
。
行
政
側
で
は
、
平

成
30
年
度
に
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
、
区
・
自
治
会
に

し
て
ほ
し
い
こ
と
を
整
理

す
る
。

平
成
29
年
度
湖
南
市
一
般

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認

定　
歳
入
総
額
は
前
年
度
比

5.4
％
増
、
歳
出
総
額
は
前

年
度
比
5.8
％
増
で
歳
出
総

額
の
予
算
に
対
す
る
執
行

率
は
92
・
７
％
。
翌
年
度

繰
越
財
源
の
７
３
４
５
万

円
を
除
く
実
質
収
支
額
は

２
億
６
６
１
７
万
円
、
単

年
度
収
支
は
４
３
３
２
万

円
の
赤
字
と
な
っ
て
い
ま

す
。

主
な
質
疑

財
政
全
体
に
つ
い
て

問　

当
初
予
定
の
事
業
が

繰
越
し
に
な
る
の
は
、
職

員
不
足
が
影
響
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。
事
業
に

見
合
っ
た
人
員
配
置
が
必

要
で
は
な
い
か
。

答
　
市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応

す
る
た
め
、
現
在
の
定
員

の
中
で
、
よ
り
選
択
と
集

中
を
進
め
て
い
く
。

問　

今
後
、
庁
舎
建
設
や

Ｊ
Ｒ
駅
改
修
等
起
債
が
考

え
ら
れ
る
が
、
財
政
へ
の

配
慮
は
。

総
務
部

○�

戸
籍
住
民
基
本
台
帳
管

理
経
費

問　

証
明
書
な
ど
の
コ
ン

ビ
ニ
交
付
は
手
数
料
が
高

い
が
、
費
用
対
効
果
は
。

答
　
コ
ン
ビ
ニ
交
付
に
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が

必
要
だ
が
、
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
の
所
持
者
が
伸

び
悩
ん
で
い
る
た
め
利
用

者
は
増
え
て
い
な
い
。
現

在
、
経
費
の
方
が
高
い
が
、

サ
ー
ビ
ス
観
点
の
施
策
と

し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

健
康
福
祉
部

○
学
童
保
育
所
運
営
事
業

問　

学
童
保
育
所
の
運
営

主
体
の
会
計
管
理
の
負
担

軽
減
策
は
。

答
　
会
計
管
理
先
を
検
討

し
て
い
る
。
児
童
数
の
増

加
に
対
し
て
は
、
空
き
教

室
の
利
用
や
社
会
福
祉
法

人
と
の
連
携
も
検
討
し
て

い
る
。

建
設
経
済
部

○�

地
方
特
定
道
路
新
設
改

良
事
業

問　

工
事
請
負
費
の
不
要

額
の
多
い
理
由
は
。

答
　
工
事
の
縮
小
、
入
札

不
調
、
事
業
の
繰
越
し
な

ど
。
そ
の
中
で
平
成
30
年

度
に
繰
越
し
と
な
っ
た
市

道
旧
東
海
道
線
道
路
改
良

工
事（
柑
子
袋
地
先
）
は
、

平
成
30
年
６
月
に
完
了
し

た
。

教
育
部

○
学
校
管
理
運
営
事
業

問　

学
校
施
設
の
内
部
の

老
朽
化
の
対
策
は
。

答
　
長
寿
命
化
計
画
の
策

定
を
検
討
し
て
い
る
。

○
社
会
教
育
施
設
管
理
運

営
事
業

問　

市
民
学
習
交
流
セ
ン

タ
ー
の
可
動
椅
子
収
納
部

分
な
ど
の
修
理
時
期
は
。

答
　
平
成
31
年
度
の
予
算

の
範
囲
内
で
改
修
方
向
、

早
急
に
財
政
部
門
と
協
議

す
る
。
全
般
に
共
通
す
る

質
疑
・
意
見
と
し
て
は
、

よ
く
似
た
趣
旨
や
交
付
金

の
種
類
が
同
じ
事
業
は
、

部
局
間
の
連
携
、
あ
る
い

は
統
合
し
て
、
職
員
の
負

担
軽
減
を
図
る
べ
き
で
は

な
い
か
、
議
会
の
今
ま
で

の
事
業
評
価
結
果
を
真
摯

に
受
け
止
め
、
次
期
予
算

に
反
映
す
る
よ
う
な
取
り

組
み
を
し
て
い
た
だ
き
た

い
、
的
確
な
予
備
費
の
充

用
と
、
法
的
に
適
合
し
た

予
算
の
費
目
間
の
流
用
、

さ
ら
に
歳
入
確
保
と
歳
出

削
減
の
努
力
・
工
夫
に
取

り
組
む
こ
と
、
な
ど
で
す
。

反
対
討
論

経
常
収
支
比
率
が
上
昇

し
て
、
財
政
硬
直
化
が
進

ん
で
い
る
こ
と
、
繰
越
額

の
多
さ
か
ら
、
事
業
の
速

や
か
な
執
行
と
な
ら
な
い

要
因
の
一
つ
に
、
正
規
職

員
の
絶
対
数
の
不
足
が
考

え
ら
れ
る
こ
と
、
同
和
対

策
事
業
特
別
措
置
法
の
失

効
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同

和
関
連
事
業
に
２
４
７
０

万
円
が
使
わ
れ
て
い
る
こ

と
、
市
道
甲
西
駅
美
松
線
、

市
道
吉
永
山
手
線
な
ど
、

市
民
か
ら
の
要
望
が
高
い

道
路
改
良
が
計
画
通
り
に

進
め
ら
れ
て
い
な
い
こ
と

な
ど
の
理
由
か
ら
反
対
す

る
。

賛
成
討
論

決
算
は
、
お
お
む
ね
良

好
と
認
め
ら
れ
る
。

歳
入
は
、
市
税
や
分
担

金
及
び
負
担
金
等
の
増
に

よ
り
自
主
財
源
比
率
が
前

年
度
よ
り
0.6
ポ
イ
ン
ト
増

え
て
お
り
、
そ
の
要
因
の

一
つ
が
、
市
税
な
ど
の
収

納
率
の
増
加
に
関
わ
る
職

員
の
努
力
と
解
さ
れ
、
さ

ら
な
る
確
保
を
期
待
す
る
。

し
か
し
、
歳
出
に
お
い

て
は
、
義
務
的
経
費
の
扶

助
費
や
公
債
費
が
前
年
度

よ
り
増
加
し
、
経
常
収
支

比
率
が
上
昇
し
て
、
財
政

の
硬
直
化
が
進
ん
で
い
る
。

次
年
度
の
予
算
編
成
に
向

け
て
、
歳
入
確
保
と
歳
出

抑
制
が
大
き
な
課
題
で
あ

り
、
事
業
を
精
査
し
、
事

業
の
削
減
や
縮
小
に
よ
る

思
い
切
っ
た
歳
出
抑
制
が

望
ま
れ
る
。
決
算
審
査
の

課
程
で
の
意
見
が
、
次
年

度
の
予
算
編
成
や
予
算
執

行
に
お
い
て
配
慮
さ
れ
る

こ
と
を
望
む
。

賛
成
多
数
で
認
定

決算常任委員会
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